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	城東警察署

警察本部

　総務部

　　施設課
	　「公有財産事務の手引き」第３章第２節第２の１の(3)の②によれば、撤去、移動が可能なものは物品とするとされている。

　遺体保冷庫については、本来、備品出納簿に記載すべきものであるが、建物と一括の工事で取得したことから公有財産（衛生設備）として、公有財産に登録されていた。
	　本件については、他にも同様の事例がないか確認し、速やかに登録内容を修正するとともに、今後は、適正な事務処理を行われたい。
【公有財産事務の手引】（抜粋）
第３章　公有財産の管理事務
第２節　公有財産台帳の整備

第２　台帳整備

公有財産台帳への登載については、公有財産台帳等管理システムへの入力をもって行う。
　　　 １　台帳への登録

　　　　(3)留意点

　　　　　②　建物の一部として扱うもの

　　　　　　・建物に設置したアンテナ、国旗掲揚柱等で、建物に付着し建物自体の効用を増加させるもの。（撤去、移動が可能なものは物品とする。）
【大阪府財務規則】

（物品の出納の通知及び帳簿の記載）
第80条　物品管理者は、物品の受入れ又は払出しの必要があるときは、出納員に物品の分類を明らかにして出納の通知をしなければならない。

２　前項の通知を受けた出納員は、次に掲げる帳簿を備え、受入れ又は払出しの事実を記載しなければならない。

　一　備品出納簿（様式第39号）

	本件と同様の案件については、調査の結果、城東警察署以外に４署あったが、平成30年４月６日に公有財産台帳等管理システムの修正及び備品出納簿への登載がすべて完了した。

　今後は、適正に事務処理を行うこととする。
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